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実施日  視察先  視  察  項  目  備   考  

 ４月２０日  

富山県  

富山市  

公共交通を軸とした拠点

集中型のコンパクトなま

ちづくりについて  

 

 ４月２１日  
石川県  

金沢市  

市街地再開発事業につい

て  
 

 

 

視察先  項   目  調査内容  

富山市  公共交通を軸と

した拠点集中型

のコンパクトな

まちづくりにつ

いて 

 富 山 市 は ， 人 口 が 約 ４ １ 万 人 ， 市 の 面 積

が 約 １ ， ２ ４ １ 平 方 キ ロ メ ー ト ル で ， 日 本

海側のほぼ中央に位置する中核市である。  

富 山 湾 や 北 ア ル プ ス 立 山 連 峰 な ど の 多 様 な

地勢と雄大な自然を誇り，「くすりのまち」

と し て も 全 国 的 に 知 ら れ て い る 。 平 成 ２ ７

年 ３ 月 に は 北 陸 新 幹 線 が 開 業 し ， 視 察 で 伺

っ た 際 に も ， 富 山 駅 前 は 外 国 人 を 含 め た 多

くの観光客でにぎわっていた。  

 一 方 で 富 山 市 の 抱 え る ま ち づ く り の 課 題

と し て 先 方 よ り 説 明 が あ っ た の は ， １ つ 目

は 市 街 地 の 拡 大 と 低 密 度 化 に 伴 い ， 都 心 部

の 空 洞 化 は 進 み ， ご み 収 集 や 除 雪 等 都 市 管

理 コ ス ト が 上 昇 し ， 中 心 市 街 地 が 衰 退 し て

い る と い う こ と ， ２ つ 目 と し て は ， 徒 歩 圏

に 日 常 生 活 に 必 要 な 機 能 が そ ろ っ て い な い

こ と か ら ， 過 度 な 自 動 車 依 存 と な っ て お

り ， ま た 公 共 交 通 の 衰 退 と い う 背 景 も あ

り ， 車 を 自 由 に 使 え な い 人 に と っ て は ， 極

め て 生 活 し づ ら い ま ち と な っ て し ま っ て い

る と い う こ と で ， 今 後 進 展 し て い く 人 口 減

少 と 超 高 齢 化 に よ り ， こ れ ら の 問 題 が さ ら

に 深 刻 化 す る こ と が 危 惧 さ れ て い る と い う
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ことであった。  

 こ の よ う な 現 状 を 踏 ま え ， 富 山 市 で は ，

鉄 軌 道 を は じ め と す る 公 共 交 通 を 活 性 化 さ

せ ， そ の 沿 線 に 居 住 ， 商 業 ， 業 務 ， 文 化 等

の 都 市 の 諸 機 能 を 集 積 さ せ る こ と に よ り ，

公 共 交 通 を 軸 と し た 拠 点 集 中 型 の コ ン パ ク

ト な ま ち づ く り の 実 現 を 目 指 す こ と と し た

とのこと。  

 そ し て ， そ の ま ち づ く り を 具 体 化 す る た

め ，「 公 共 交 通 の 活 性 化 」「 公 共 交 通 沿 線 地

区への居住推進」「中心市街地の活性化」こ

の３つを基本方針としたとのこと。  

 １ つ 目 の 「 公 共 交 通 の 活 性 化 」 に つ い て

は ， 次 世 代 型 路 面 電 車 シ ス テ ム Ｌ Ｒ Ｔ を 中

心 と し た ネ ッ ト ワ ー ク の 形 成 に よ り ， 過 度

に 車 に 依 存 し た ラ イ フ ス タ イ ル を 見 直 し ，

歩 い て 暮 ら せ る ま ち を 実 現 す る た め の 施 策

に 取 り 組 ん で い る と い う こ と で あ っ た 。 な

お ， 具 体 的 な 成 果 と し て 富 山 港 線 を Ｌ Ｒ Ｔ

化 し た こ と に よ り ， 利 用 者 数 が 平 日 で 約

２ ． １ 倍 ， 休 日 で 約 ３ ． ３ 倍 と 大 幅 に 増 加

したことが紹介された。  

 ２ つ 目 の 「 公 共 交 通 沿 線 へ の 居 住 推 進 」

に 向 け た 取 組 と し て は ， 良 質 な 住 宅 や 宅 地

を 供 給 す る 事 業 者 や ， 住 宅 を 購 入 ・ 賃 借 等

を し て 居 住 し て い る 市 民 に 対 す る 助 成 に つ

い て 紹 介 が あ っ た 。 こ れ ら の 都 心 地 区 へ の

居 住 を 推 進 す る た め の 助 成 事 業 に つ い て

は ， 令 和 ４ 年 ３ 月 に 至 る ま で １ ， ７ ９ ９

件 ， ４ ， ４ ４ ７ 戸 の 実 績 が あ っ た と の こ と

である。  

 ３ つ 目 の 「 中 心 市 街 地 の 活 性 化 」 と し
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て ， に ぎ わ い の 核 と な る 全 天 候 多 目 的 広 場

と し て 整 備 さ れ ， 平 成 １ ９ 年 ９ 月 に オ ー プ

ン し た グ ラ ン ド プ ラ ザ に つ い て 紹 介 が あ

り ， 令 和 元 年 度 に は 年 間 ８ ６ ． ９ ％ と い う

高 い 稼 働 率 で 多 く の 方 々 に 利 用 さ れ て い る

ということであった。  

金沢市  市街地再開発

事業について  

 金 沢 市 は ， 金 沢 城 を 中 心 に 半 径 ２ キ ロ メ

ー ト ル 圏 内 に 主 要 な 観 光 資 源 が コ ン パ ク ト

に集中しており，「保存と開発の調和」をま

ち づ く り の 方 針 と 定 め て い る と の こ と で あ

っ た 。 金 沢 市 の 概 要 は ， 人 口 約 ４ ５ 万 人 ，

面 積 が ４ ６ ８ 平 方 キ ロ メ ー ト ル で あ り ， 昔

か ら ， 大 規 模 な 災 害 や 戦 禍 に 遭 わ ず ， 現 在

も 藩 政 期 の 町 並 み が 残 り ， 街 路 を 寛 文 年 間

の 絵 画 と 現 在 と で 重 ね て み る と ， 約 １ ８ ０

キ ロ メ ー ト ル が 一 致 し て い る と の こ と で あ

る。  

１ ９ ６ ８ 年 に ， 全 国 初 の 自 治 体 に よ る 保 存

条 例 を 制 定 し ， 保 存 を 優 先 す る エ リ ア と 開

発 を 優 先 す る エ リ ア を 分 け ， 保 存 と 開 発 の

調和を実現しているとのことであった。  

 そ の う ち ， 開 発 エ リ ア の ， 具 体 的 な 再 開

発 の 事 例 と し て ， ４ つ の 再 開 発 の 事 例 の 説

明を受けた。  

 １ つ 目 の 事 例 は ， 金 沢 駅 武 蔵 北 地 区 市 街

地 再 開 発 事 業 で あ っ た 。 昭 和 ５ ８ 年 か ら 平

成 ２ ５ 年 施 行 ， 金 沢 駅 を 起 点 と し た 都 市 の

骨 格 に ふ さ わ し い シ ン ボ ル ロ ー ド （ 金 沢 駅

通 り 線 ） の 開 通 ， 木 造 密 集 地 の 不 燃 化 や 防

災 化 ， 都 心 居 住 の 推 進 ， 商 業 ・ 業 務 機 能 の

集 積 に よ る に ぎ わ い の 創 出 等 ， 高 い 公 共 性

が あ る こ と か ら ， 金 沢 市 施 行 の 再 開 発 事 業
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であったとのこと。  

 ２ つ 目 の 事 例 は ， 武 蔵 ケ 辻 第 四 地 区 市 街

地 再 開 発 事 業 で あ っ た 。 平 成 １ ４ 年 か ら 平

成 ２ １ 年 施 行 で あ り ， 当 該 再 開 発 事 業 の 一

番 の 課 題 は ， 市 民 の 台 所 と し て 親 し ま れ て

き た 近 江 町 市 場 を ， い か に ， 従 前 の 市 場 ら

し さ を 継 承 し つ つ 更 新 す る か で あ っ た と の

こ と 。 再 開 発 ビ ル 内 と 従 前 エ リ ア の 違 い を

感 じ さ せ な い 空 間 づ く り を 目 指 し ， 新 た な

機能を付加する再開発としたとのこと。  

 ３ つ 目 の 事 例 は ， 片 町 Ａ 地 区 市 街 地 再 開

発 事 業 で あ っ た 。 平 成 ２ ５ 年 か ら 平 成 ２ ８

年 施 行 と な っ て お り ， ス ピ ー ド 感 の あ る 事

業 で 計 画 を 含 め て も １ ０ 年 で 再 開 発 を 遂 行

し て い る と の こ と 。 ま た ， 容 積 率 も 約 半 分

の ６ ３ ０ パ ー セ ン ト か ら ３ ０ ０ パ ー セ ン ト

へ ダ ウ ン サ イ ジ ン グ し ， 身 の 丈 に あ っ た 再

開 発 と し た と の こ と で あ っ た 。 他 の 再 開 発

と の 違 い は ， 地 権 者 が 全 リ ス ク を 負 っ た 事

業であったとのこと。  

 ４ つ 目 の 事 例 は ， 片 町 四 番 組 地 区 の 再 開

発 で あ っ た 。 平 成 ２ ７ 年 か ら 現 在 に か け て

計 画 を 策 定 し て い る と の こ と 。 こ れ ま で の

経 済 成 長 期 の よ う な 再 開 発 で は な く ， 右 肩

上 が り を 前 提 と し な い 事 業 の 構 築 ， 実 情

（ 身 の 丈 ） に 応 じ た 規 模 ， コ ロ ナ 後 の 商 業

コ ン テ ン ツ の 反 映 ， 共 益 費 の か か ら な い 施

設設計を検討していると説明を受けた。  

 


